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弥生、３月、年度最終の月が始まりました。「去る月」のとおり、３月の１日１日はなぜかあっという間に過ぎます。

終わる寂しさもありますが、令和５年度スタートの準備の月として、引き継ぐことをしっかりと整理しながら過ごして

いきたいと思います。 

 

今月の全校集会では、３月の行事「ひな祭り」についてと、みんなに伝えたいこと第２弾「思

い出の曲」について、話しました。 

 

ひな祭りのもとは、子どもたちの無病息災を祈り、子どもたちにかかる災いを人形に託し、

川に流す「流しびな」からきているそうです。「水に流す」という言葉もここからきているそう

です。 

因みに、童謡「たのしいひなまつり」の ♬ おだいりさまに おひなさま ふたりならんで すましがお・・・ ♬ 

の歌詞で、おかしいところがあるのご存知ですか？（回答はお子様からお聞きください） 

 

また、思い出の曲では、交流学習で行った日吉中学校の皆さんと一緒に合唱した「旅立ちの日に」の曲を紹介しまし

た。この曲は、高島中学校の４人だけではできなかった合唱を大勢で歌った曲で、中学生にはこの出来事とともにこの

曲が、心にしっかりと刻まれていると思っています。 

私は、いろんな思い出とともにその場面に繋がっている曲・音楽は、その時の言葉やその時食べたものと同じように、

心の栄養として貯まっていっているものだと思っています。 

その栄養は、もしちょっと心が疲れたりしたとき、その曲を聞くことで、その栄養を解凍し、思

い出を振り返りながら、また、元気になって、リ・スタートするぞ、となっていくのではと、思っ

ています。 

そんな思い出の曲を、子どもたちには、大事にしていってほしい、いっぱい心に刻んでいって、

心の栄養として貯めておいてほしいと思っています。 

 

［ ３月行事予定から ］ 

９日（木）卒業生を送る会   １４日（火）卒業証書授与式  

  ２４日（金）修了式 離任式 

 

今年は、ほぼ、コロナ禍前の状態で、来賓の方々のご臨席のもと、卒業式を実施することが

できそうです。 

          

［ 令和６年度からの制服変更について ］ 

小学校の保護者の皆様には、先だって、制服変更についてのアンケートをお願いいたしたと

ころ、回答いただき、ありがとうございました。 

結果は、「現状の制服を維持し、性的マイノリティの対応として、セーラー服に対応したワ

イドパンツも可とする」という意見が多数でした。 

この結果を踏まえ、令和４年度末時点では、制服の変更は考えない で、進めて参ります。 


